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東京都の震災復興対策

資料４－１

阪神・淡路大震災でわかったこと

行 政
○公共施設の再建が中心
○個人の資産形成への支援が困難 など

住 民
○心理的ダメージ、コミュニティの崩壊
○複雑な権利調整等に時間を要した など

事前からの取組みが重要
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２ 実効性を挙げる施策

主な震災復興対策の概要

１ 基本方策の策定

○ 復興市民組織育成事業 (16～18年度）
○ 弁護士会等14団体との協定 (19年1月)

○ 東京都震災対策条例の施行 （13年4月）
○ 震災復興グランドデザイン （13年5月）
○ 震災復興マニュアルの策定 (15年3月)

復興へ立ち

上がる
地域協働復興

震災に強いまちづくりの推進 など

東京都震災対策条例（基本理念）
13年4月施行・16年4月改正

自 助 共 助

公 助
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地域協働復興の３つのタイプ

③ 地域力を活かした
協働復興

① 被災者による
独自復興

② 行政主導による

復興

地域の復興組織
が立ち上がる

無秩序になる恐れ
規制強化が必要

地域住民の意向が
反映されない
協力が得られにくい

（都の推進するタイプ）

地域協働復興の
ための組織化

（復興市民組織）

ステップ１

一日も早く復興しよう

○時限的市街地の
形成

○地域づくり協議の
本格化・合意形成

ステップ２

地域づくりへの
合意形成を進めます

本格復興の展開

ステップ３

地域と行政の協働に
よる復興を進めます

地域協働復興の全体像
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１ 訓練の実績

２ 訓練の成果

復興市民組織育成事業（復興模擬訓練）

○ 16年度 5地区（５区）

○ 17年度 5地区（４区、１市）

○ 1８年度 ９地区（８区、１市）

○地域復興市民組織の組織化及び強化

○一部の区で単独事業として定着

○東京弁護士会等１４団体との協定
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２ 取組み

今後の課題と取組み

１ 課題

○ 区市町村におけ
る取組みの強化

○ 地域防災力の
向上

○ 震災に強いまち
づくりの推進

○ 地域の訓練へ講
師・専門家を派遣

○ 住宅の耐震化 90%
木造密集地域の
不燃領域率 60%

○ 区市町村向けの
「標準的な復興マ
ニュアル」の策定
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復興対策にかかる国への提案要求

１ 被災後の建築制限の強化

２ 都市計画手続きの迅速化・合理化

３ 住宅の応急修理にかかる基準の見直し

４ 時限的土地利用制度の創設

5 住宅再建のための「共済制度」の創設

６ 復興における都と区市町村の役割分担の明確化

７ 既存の特定優良賃貸住宅の再建・補修等に対す
る財政支援

８ 震災復興財源の確保

（18年6月）
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〔平成 19 年度 国の施策及び予算に対する東京都の提案要求〕 

 

 震災復興対策の推進 

 

提案要求先 内閣府・総務省・厚生労働省・国土交通省 

都 所 管 局 総務局・都市整備局 

 

 大震災からの復興時に、抜本的な都市づくりを的確かつ迅速に進

めるため、次の措置を講じること。 

 

１  建築制限の強化 

  被災後２年間は 300 ㎡以上の敷地のみが建築規制の対象とな

っているが、これを地域の実情に即して都道府県の条例により建

築制限できるように被災市街地復興特別措置法を改正すること。 

 

２  都市計画手続の迅速化・合理化 

    復興時の都市計画手続を迅速化するため、公告、縦覧、意見書

の提出等にインターネット等多様な方法の導入を可能にするこ

と。また、知事が意見書の審査を行うなど、事務の合理化を進め

ること。               （以上、国土交通省） 

 

３ 住宅の応急修理に係る基準の見直し 

  被災時に住宅資源を最大限活用できるようにするため、応急修

理が可能な半壊住宅に対し、効果的な応急修理が、大量かつ迅速

に行えるよう、対象者の資力用件をなくすとともに、修理費用の

限度額を引き上げるなど、救助に係る基準の見直しを行うこと。 

（厚生労働省） 

 

４  時限的土地利用制度の創設 

緊急避難的な生活の場として時限的市街地をつくる際に用地

を確保できるよう、時限的土地利用制度を創設すること。 

（国土交通省） 
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５ 住宅再建のための「共済制度」の創設 

    地震等により被害を受けた住宅の復興を支援するため、国にお

いて、国民相互扶助を基本とした住宅再建に関する共済制度を創

設すること。                  （内閣府） 

 

６ 都と区市町村の役割分担と連携の強化 

   復興を円滑に進めるため、都及び区市町村の事前・事後の復興

に対する取組と相互協力を災害対策基本法に規定すること。 

 

７ 既存の特定優良賃貸住宅の再建・補修等に対する財政支援 

  災害により被害にあった既存の特定優良賃貸住宅について、認

定事業者が再建又は補修・復旧工事を行った場合の費用に対し、

財政支援を行うこと。         （以上、国土交通省） 

 

８ 震災復興財源の確保 

  大地震等により広範囲に被害が発生した場合、被災自治体が自

らの判断と責任において迅速かつ機動的な復興対策が可能とな

るよう、総合的な財政支援の制度・仕組みを創設すること。 

（内閣府・総務省） 
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１ 震災復興の基本的考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 復興都市計画づくりの迅速化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抜本的なまちづ

くり 

① 都市施設の整備 

・延焼を防ぐ道路や公園

等 

 

 大 
 地 
 震 

 

復興過程におけ

る 

② 良好な生活環境を有す

るまち並みづくり 

① 応急住宅の迅速な供給

② 時限的市街地づくり 

③ 本格建築物の建設支援

二度と被災しな

い市街地の整備

良好な生活環境

の形成 

大規模かつ広範な 

被害の発生 

計画的な復興を行

うため、個別的な

自力再建を規制 

＝一時的な建築制

限 

復興に関する 

都市計画を策定 

円滑かつ計画的な
復興に向けて、一定
規模以上の建築行
為を制限する。 

被災時という非常
時における手順や
手続により、迅速か
つ円滑に計画づく
りを行うことが必
要 

①建築制限の強化 

・現在 300 ㎡以上の敷地のみ
が規制の対象であるが、地
域の実情に合わせ都が規
制対象を拡大できるよう
にする。 

②都市計画手続の迅速化・

合理化 

【提 案】 
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３ 震災復興過程における被災住民の生活拠点の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４ 震災復興を円滑に進めるためのその他の見直し 

 

【提 案】 

大震災の発生 

 生活・住居の喪失 

計画的な復興を行う

ため、個別的な自力

再建を規制 

＝一時的な建築制限 

応急住宅への入居

や応急修理した住

居での居住継続 

都市基盤の整備完了 

本格復興の推進 

＝建築物の建設支

援 

円滑かつ計画的な
本格復興に向けて、
被災者が、従前のコ
ミュニティを維持
し、生業の場を確保

復興のための資金を
確実に調達できるよ
うな仕組みが必要 

③住宅の応急修理に係る基準の

見直し 

既存の住宅資源を
最大限に活用でき
るよう、応急修理に
係る基準の見直し
が必要 

〔時限的市街地づくりの具体化〕

④時限的土地利用制度の創設 

⑤住宅再建のための「共済制

度」の創設 

○ 救急・応急対策とは異なり復興に関する
具体的な事業や規制に関して都と区市町村
の役割を定める法制度がない。 

⑦都と区市町村との役割分担

と連携の強化 
・事前復興に関する取組と相互

協力の法制度化 

建替えや補修が必
要となった公的住
宅を速やかに建替
え等を行い居住の
確保をすることが
必要 

⑥既存の特定優良賃貸住宅

の再建・補修等に対する 

 財政支援 

【提 案】 

○ 大地震等により広範囲に被害が発生した
場合、国から被災自治体に速やかに財政支
援がなされる制度・仕組みがない。 

⑧震災復興財源の確保 
・被災自治体が自らの判断と責

任で機動的な対処が可能と
なるような制度・仕組みの創
設 
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